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① 大学教育開発センター FD 研修事業について
　本学の全学的 FD活動は平成 19年度の法人化以来進めてきた「相互授業参観」及び「FD研修会」で構成され、何れも年 2回実施さ

れたが、前者においては結果の活用が個別的で共有しにくい課題、後者においては授業法に特化したテーマ設定の狭隘さからくる課題

があり、かつルーティン化の状態が続いていた。以上から、より幅広い視点により本学教育の改善を巡る調査研究と企画立案を担う大

学教育開発センターを平成 26年度後期に設置、今日の大学教育における諸課題やトレンドを取り込むべく FD活動の活性化に向け準

備した。このうち FD研修事業について、センター 6部会（FD・教育評価・アドミッション・共通教育・学生支援・キャリア形成支援）

の担当分野に関連する「FD(・SD) 研修会」「教育開発講座」「ワークショップ」を活発に企画実施している。

　田内 雅規（大学教育開発センター長）

② 岡山県立大学 教育力向上支援事業について
　平成 21年度に教員における教育の質の改善を目指すための競争的資金として教育力向上支援事業が創設された。平成 27年度事業

としては申請のあったもののうち 21件が採択された。採択の方針としては全学的取組や学部学科横断的な取組を優先的に扱うことと

している。平成 26年度までと異なる傾向として大学教育開発センターの部会発案事業として「キャリア形成支援を目的とする教育体

制整備に関する調査研究」( キャリア形成支援部会 )、「高校生のための大学授業開放」（アドミッション部会）等が加わっている。前

者はOBOG を招聘し在学生向けの講演及び交流を行う「県大吉備塾」の実施・評価へ具体化され、後者は今日的テーマである高大接

続の取組として実施され、成果とともに課題抽出が進められている。また学科を越え専門分野における社会的ニーズをふまえ、学部生

のキャリア形成に活かすべく取り組む「岡山県立大学に適合した保健・医療・福祉の多専門職連携教育プログラムの開発」（保健福祉

学部）など、本学の特色を生かし連携的に取り組む事業が含まれている。

　吉原 直彦（学生部長）　山下 広美（キャリア形成支援部会長）　高橋 吉孝（アドミッション部会長）　中村　光（保健福祉学部教授）

③ COC+「地域で学び地域で拓く ’ 生き活きおかやま ’ 人材育成事業」計画について
　教育における戦略的地域貢献について、地＜知＞の拠点大学を目指す本学は、平成 27年度文科省 COC+ 事業に申請し 9月に採択を

受けた。そこでは社会連携科目群（共通教育科目）及び幾つかの専門科目で構成される副専攻カリキュラム「岡山創生学」を設置、協

定を締結する県内 4市をはじめとする自治体に学外コモンズを設置し「地域協働演習」等の社会連携科目を展開することとしている。

またキャリア教育の視点からは、地域産業界と連携し地域に根ざす人材の育成を期してマッチングシステムの共同開発に臨むほか、長

期インターンシップの充実を図ることとしている。これらの教育事業を効果的に推進するため、本学は平成 29年度よりクォーター制

に移行すべく準備を進めている。

　渡辺 富夫（地域共同研究機構長［COC+ 取組担当］）　佐藤 洋一郎（地域連携推進センター長）

（１）大学による取組みについて
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